


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 

 



 

 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。 
 
 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。 
 
 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。 

 
 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 
 し。 

 
 
 
 警告 
 を他人に貸す説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。 
 
 
 
 注意 
 や指部品を 
  付けて運転すると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  はしくださ。 
  部品交換するは指するもを使用 
  してくださ。 
 
 
 
 注意 
 始業をると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。 
 
 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。運転席に座周囲 
  を確認して行てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。を 

  (中立)にして行てくださ。 

 を切ンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
   を切て始してくださ。 
 急発進するとトラタ前輪浮きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくと発進してくだ 
  さ。 
  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は

始業点検の励行 
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 警告 
 トラタ3リンに作業を着脱するめ 
  にトラタを移させるトラタと作業 
  間に人ると挟まてケガをする 
  ます。 
  トラタと作業間に人を近づけくだ 
  さ。 
 注意 
 作業をトラタに着脱するや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 着するトラタによては前輪く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。 
 ッリッリケルをすは 
  側し付けるは＋側行 
  てくださ。 
  もし逆にすると作業中工具トラタに接触 
  し火花生じ火災故原因に 
  ます。 
 
 
 
 危険 
 カパワョイントを使用すると 
  巻き込まてケガをするます｡ 
   カパワョイントは使用し 
  くださ。 
 カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
   損傷しすぐに替えてくださ。 
   使用前には損傷してくださ｡ 
 トラタおよび作業に着脱する第三者 
  不によ不にパワョイント回転 
  しケガをするます。 
   を切トラタンンをとめて行 
  てくださ。 
 カチェンを付け使用すると 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
  ます。 
   トラタ側と作業側チェンを回転し 
  所に連結してくださ。 
 注意 
 最伸１００㎜を下回ると 
  ョイントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
   最縮隙間２５㎜よも小さくると 
  ョイント突きげ起きるョイ 
  ント破損をまねきケガをするます。 
   正量使用してくださ。 

 
 パワョイントを接続しランプピン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。 
   溝に納まてる接続部を押し引きして確 
  めてくださ。 
 
 
 
 注意 
 トラタに作業を着してを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業を着して走行はし 
  くださ。 
 
 
 
 危険 
 移走行するトラタル 
   左右連結さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右連結して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人を乗せるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同乗者はもちろん 
   周囲人および運転者自身ケガをする 
   ます。 
  トラタには運転者人は乗せく 
  ださ。 
 急急回を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
  急急回はしくださ。 
 坂急カ度を出しすぎると 
  転倒るは転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。 
 回する作業回方向とは逆方向にふ 
  くるめ周囲人に接触しケガをさせ 
  対向物障害物に衝突しケガをするま 
  す。 
   周囲人や対向物障害物と間に十間隔 
  を保て行てくださ。 
 ほと通路段差側溝路肩付近を走行 
  する近寄すぎるとトラタ滑や転 
  倒し思わぬ故を起こすます。 
   路肩を走行するは近寄すぎようにし 
  低走行してくださ。 
 田畑へ出入畦越えや段差乗越えを 
  するめに乗越えようとし､直角に 
  乗越えようとするとトラタ転転倒 
  しケガをするます。 
   ゆみ板を使用してくださ。 
 

移動走行する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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 作業に人を乗せると転落しケガをす 
   るます。 
   ま物をせて走行すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくだ 
   さ｡ 
 注意 
 作業へ力を切走行すると周囲 
   人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
   ます。 
   移走行するはを切てくださ。 
 
 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 警告 
 作業中は投雪口を人や建物に向けくださ 
   。 
   飛散物によケガや破損おそます。 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
   巻き込まケガをするます｡ 
   周囲に人を近づけくださ。 
 作業指回転度を超えて作業する 
   と破損によケガをするます。 
   指回転度を守てくださ。 
   入力軸回転数５４０～６００ｒｐｍ 
 作業に人を乗せると転落しケガをす 
  るます。 
   ま物をせて作業すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくださ 
   。 
 度を出しすぎると暴走故をまねく 
   ます。 
   低作業してくださ。 
 下作業をする坂途中すると暴 
  走する原因とます。 
   坂前低にしてゆくとおてく 
  ださ。 
 わき見運転をすると周囲障害物回避や周 
   囲人へ危険回避きず思わぬ故 
   を起こすます。 
   前方や周囲へ十にを払運転し 
   てくださ。 
 手放し運転をすると思わぬ方向へ暴走し 
   故を起こすます。 
   しとハンドルを握て運転してくださ。 

 

 
 注意 
 整や付着物除去を行う 
   およびンンをとめずに作業すると第 
   三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
   部とまてることを確めて行てくださ 
   。 

 運転中まは回転中カを開けると回転物 
   に巻き込まケガをするます。 

   カを開けくださ。 
 
 
 
 警告 
 トラタるやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。 
 トラタる作業をげままに 
   しておくと第三者不によ不に降下 
   しケガをするます。 

   下限ま降ろしてトラタをてくださ 
   。 
 
 
 

作業が終わったら 

 
 
 
 注意 
 力を切ずに回転部可部付着物除 
  去作業を行うとに巻き込まてケガ 
  をするます。 

  を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 
 
 
 
 注意 
 作業後をると整不良や破損 
  放置さ次作業にトラルを起こ 
   しケガをするます｡ 

  作業終わ説明書に基づきを 
   行てくださ。 

 ３リン作業を持ちげて整を 
   行う第三者不によ不に降下し 
   ケガをするます。 

   トラタ３リン油圧回路をロッして行 
   てくださ。 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 
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 危険 
 ンン回転中はぞ手を入し 
   くださ。 

   雪を除くは必ずンンを停止して 
   雪き棒行てくださ。 

   巻き込まてケガをするおそます｡ 
 注意 
 に異常生じそまま放置すると 
   破損やケガをするます。 

   説明書に基づき行てくださ。 

 やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不にき出して思わぬ 
  故を起こすます。 

   平坦盤所行てくださ。 

 およびンンをとめずに作業すると 
  第三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 

 作業をげ状態まま下にもぐ足 
  を入すると不に降下しケガをする 
   ます。 

   下に入るは台降下防止をして行て 
   くださ。 

 油圧継手やホにゆるみや損傷ると 
   飛び出る高圧オイルるは作業急降 
  下ケガをするます。 

   補修もしくは部品交換してくださ。 

   継手やホをすは油圧回路内圧力を 
   無くして行てくださ。 

 不処置整備めにしカ類 
   を付けずに作業すると回転部や可部に 
   巻き込まケガをするます。 

   元通に付けてくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不調処置・点検・整備をする時
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 切着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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１．オーガ 

雪をき込みフライホイルに供給する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フライホイール 

  オガ供給さ雪を吹きげる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．シュート 

  投雪方向左右回転を整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．油圧モータ 

  シュトを回転させる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

５．ヘッド 

  投雪角度下を整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

６．電動シリンダ 

  ヘッドを下させる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．コントロールボックス 

  トラタ座ヘッド下を作する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

８．ソール 

  除雪高さを整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ギヤボックス 

  力をフライホイルとオガに割する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．パワージョイント；ＨＡ－８０ 

  トラタノロワ本へ力を伝達し 

 ます。 
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２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品は切トラタと着によ的確に性

能を発揮きるように設計さてます。 
 不切トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品応トラタは次とおす。 
  

 応 ト ラ  タ 
４４～８４．５ｋＷ  

ＭＳＢ２４４０ 
６０～１１５Ｓ 
５１．５～９２ｋＷ  

ＭＳＢ２６４０ 
７０～１２５Ｓ 

 
 本製品応よ小さトラタ使用すると負

に対し十パワます。 
  逆に応トラタよも大きトラタ使用

には過負に対し正値を超えパワ

出てしま作業破損原因にることま

す。 
 

３ 組立部品 

 
１．解     梱 

  梱包さてる部品をほてくださ。 
 
２．組立部品の明細 

  梱包に同梱さてる梱包明細に基づき必要部 
 品揃てる確認してくださ。 
 
３．組     立 

  各部品組立に必要ボルトナット類は梱包 
 明細符号を参照してくださ。 
  そ他部品を部品表を参考に付けてくださ 
 。 
 
 

４ トラクタへの装着 

 
１．３点リンクへのスノーブローワの連結 
 
 
 
トラタ３リンに作業を着脱するめ 
 にトラタを移させるトラタと作業 
 間に人ると挟まてケガをする 
 ます。 
トラタと作業間に人を近づけくだ 

 さ。 
 

 
 
作業をトラタに連結するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
 
 
トラタへ連結は次手順行ます。 
 
１ トラタンンを始してトラタロ 
  ワリン先端部と作業左右ロワリン 
  ピン位置うま後進してトラタをとめ 
  てくださ。 

 

２ ンンをとめ駐車をけてくださ 
  。 

 

３ 左ロワリンを連結し抜けめにリンチ 
  ピンをロワリンピンに差してくださ。 

     次に右ロワリンも同順行てくださ。 

 

４ 左右ロワリン同じ高さにるように 
  トラタ右側アャトリュ整して 
  くださ。 

 

５トラタロワリンとトップリン平行 
  に近くるトップリンピン穴位置を選んトッ 
  プリンを連結し抜けめにリンチピンを差し 
  てくださ。 

 

６トラタンンを始しトラタ３リ 
  ンを昇降する油圧を作して作業を少 
  しげンンを停止してくださ。 

 

７ 左右ロワリンをチェッチェンセッ 
  トし作業振をくしてくださ。 

 

８タンドをげピン固してくださ。 

 

９作業状態ロワリン面に水平にるよ 
  うにトップリン長さを整してくださ。 
 
２．電装品の取り付け（ヘッドのリモコン操作） 
 
１電源出しコド配線接続 

   電源出しコド(コド)はトラタッ 
  リコドと共締めします。 

 

① ッリ○－側ッリコドをし次 
  に○＋側ッリコドをします。 

② ○＋側ッリコドナットをし電源出し 
  コド○＋側を付けナットを組み込みます。 

③ ○＋側ッリコドをッリタミナル○＋  
  側に差し込みナットを締め付けます。 

④ ○－側電源出しコドも同じ手順ッリタ 
  ミナル○－側に付けます。 

⑤ 電源出しコド極性は白色○＋黒色○－ 

  す。 

  警 告  

  注 意 
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ッリッリケルをすは○－側 
 し付けるは○＋側付けてく 
 ださ。 
 もし逆にすると作業中工具トラタに接触し 
 火花生じ火災故原因にま 
 す。 
 
 
 
  必要電圧は１２Ｖす。 

  電圧を確認して接続してくださ。 

   電源出しコドはるまようトラ 
 タ本に配線してくださ。 

   電源出しコドをッリに接続する際 

  ○＋○－を間違わ下さ。 

    コントロルボッは他品電源出 
 しコドに接続可能す○＋○－配線違 
 もます。 
 必ず附属純正コドを使用してくださ。 

    電源出しコドをッリタミナルへ 
 付ける誤作を防ぐめコントロルボ 
 ッに付けずコド単行てくださ。 
 
 
２コントロルボッ据え付け 

 

① コントロルボッをトラタ作しやす 
  所に据え付けてくださ。 

   コントロルボッ据え付けは磁石行う 
  きるだけ平面に据え付けてくださ。 

② コントロルボッコド長方を作 
  業側に配線し作業側コドに接続します。  

③ 電源出しコドをコントロルボッ短 
  コドに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ヘッド作イッチ表示通作をする 
  確認してくださ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  コドは作業きに順応きる余裕を持 
 せま他に引掛ようにるみを 
 と固してくださ。 

   コントロルボッ据え付け不完 
 振によ脱落恐 
 ます。 
 確実に据え付けてくださ。 
 
 
３．トラクタ油圧取出口との接続 

  本作業はシュト回転にトラタ部油圧 
を利用してます。 

    接続には複１系統トラタ油圧出口必 
要す。 

カプラは１／２オカプラ標準備さてます。 

 

１作業カプラをトラタ油圧出しカプラに 
  接続してくださ。 

 

２トラタンンを始してくださ。 

    不きに対処きるようにンン回転はア 
  イドリング状態にしてくださ。 

 

３部油圧を作し作方向を確認して 
  くださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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５ パワージョイントの装着 

 

 本作業には専用パワョイント付てま

す他パワョイント代用しくださ

。 

 
 
カパワョイントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 
 カパワョイントは使用し 
 くださ。 
カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 
 損傷しすぐに替えてくださ。 
 使用前には損傷してくださ。 
トラタおよび作業に着脱する第三者 
 不によ不にパワョイント回転 
 しケガをするます。 
 を切トラタンンをとめて行 
 てくださ。 
カチェンを付け使用すると､ 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
 ます。トラタ側と作業側チェンを 
 回転し所に連結してくださ。 
 
 
 
最伸１００㎜を下回るとョイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
 最縮隙間２５㎜よも小さくると 
 ョイント突きげ起きるョイ 
 ント破損をまねきケガをするます。 
 正量使用してくださ。 
 
 
１． 長さの確認方法 
１パワョイント単最縮長カ 

  アウタ端部位置をカインナにマ 

  ングしてくださ。 

 

２パワョイントアウタパワ 

    ョイントインナを引き抜てくださ。 

 

３３リンを昇降させて軸とＩＣ軸 
  最も接近する位置昇降を停止してくださ。 

 

４ピン付きヨランプピンを押して 
  軸ＩＣ軸に連結しランプピンもと 
  位置に出るま押し込んくださ。 

 

５ カ同士をねわせカ 
  (アウタ)端部位置とマング位置間隔２５ 
  ㎜下は２５㎜間隔を保つように切断 
  方法手順に基づき切断してくださ。 

 

６ ３リンを昇降させて軸とＩＣ軸 
  最もる位置昇降を停止してくださ。 

 

７ カ同士をねわせパイプア 
  ウタとパイプインナ量１００ 
  ㎜下は販売店に連絡し長パワ 
  ョイントと交換してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 
(１) カアウタ 

  インナ両方を長 

  だけ切ます。 

 

 

(２) 切同じ長さ 

  をパイプ先端計 

  ます。 

 

 

(３) パイプアウタとイ 

  ンナ両方を金ノコま 

  はカッタ切断しま 

  す。 

   切断するはパイプ中にウを詰め 

  パイプ内面に切粉付着するを防くだ 

  さ。 

 

(４) 切口をヤリめに仕げて 

  パイプをよく清掃し次にグリを塗布し 

  てアウタとインナを組みわせます。 

  注 意 

  危 険  
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３． 安全カバーの脱着方法 
 〈安全カバーの分解手順〉 

１固ネをし 

  てくださ。 

 

 

 

２カを 

 し位置へ回してくだ 

 さ。 

 

 

３カを引き抜 

てくださ。 

 

 

 

４ライドリングを 

出してくださ。 

 

 

 

〈安全カバーの組立手順〉 

１ヨライドリ 

ング溝とパイプイン 

ナに高品質グリ 

を塗てくださ。 

 

 

 

２ライドリングつ 

ばをパイプ側に向け 

切口を開て溝には 

めてくださ。 

 

 

３そにカ 

をはめてくださ。 

 

 

 

 

４カをし止 

まるま回してくださ 

。 

 

 

 

５固ネを締め付けてくださ。 

 

 

４． パワージョイントの連結 
(１)  ピン付ヨランプピンを押して 

  軸ＩＣ軸に連結しランプピンもと 

  位置に出るま押し込んくださ。 

 
 
パワョイントを接続しランプピン 
 軸溝に納まてと使用中にケ 
 ガをするます。 
 溝に納まてる接続部を押し引きして確 
 めてくださ。 
 
 

(２)  パワョイントはアウタカ側をトラ 

  タ軸側にインナカ側を作業 

  ＩＣ軸側に接続してくださ。 

(３)  カチェンを固し所に付 

   けカ回転を防くださ。 

    チェンは３リンきに順応きる余 

   裕を持せま他へひ 

   ように余るみをてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

 

 

安全カバー 
チェーン 
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 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 

  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。 
 
２． 連結部の点検 

１３リンと３フム連結部 
① ロワリンリンチピントップリンベ 

  タピンは所位置に挿入さてる。 
② チェッチェンは張てる。 

 
 
  不具見つは1-4-1 ３リン 

 へノロワ連結説明に基づき不 
 具を解消してくださ。 
 
 
２パワョイント 
① ョイント抜け止めランプピン軸溝 

  に納まてる。 

 

② ョイントカチェン付に余 
  るみは。 

      ま度余裕る。 

 

  ③ ョイントカに損傷は。 

      損傷してるはやに交換してくださ。 
 
 
  不具見つは1-5 パワョイ 

 ント着説明に基づき不具を解消して 
 くださ。 
 
 
３油圧系統 

 

① トラタ部油圧出へカプラ接続は確 
  実に行わてる。 

 

② 油圧ホに余るみは。ま 
  度余裕はる。 

 
 
  不具見つは1-4-3 トラタ油 

 圧出口と接続説明に基づき不具を解 
 消してくださ。 
 

 

４電気系統 

① 電源出しコドは確実にッリタミナル 
  へ接続さてる。 

 

② 電源出しコドとコントロルボッタ 
  ミナルは確実に接続さてる。 

 

③ コントロルボッタミナルと作業側 
  コドタミナルは確実に接続さてる。 

 

④ コントロルボッヒュズは切て 
  。 

 

５製品本 

   特に下部はケガや大き破損原因に 
  ます使用前を習にしてくださ。 

 

  ① シャボルトにゆるみは。 

 

  ② トップマト付ボルトにゆるみは。 

 

  ③ 各部給油油給脂は十。 

 

 

２  エンジン始動での点検 

 

１．トラクタ油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作し３リンを昇し作 
 業を持ちげ状態降下けば異常は 
 ません。 

 

２．トラクタ外部油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作しシュトを回転させ 
 とに油漏けば異常はません。 

 

３．電装品関係動作の点検 
  ヘッド作正確認してくださ。 

 
 
  に異常見つは6-1 不 
 処置一覧表に基づき処置してくださ。 

  トラタ油圧系統に異常るはトラ 
 タ販売店にご相談くださ。 
 
 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３  給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 
○ グリを給脂する量とは古グリ排出さ新しグリ出るます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ギヤボックス            ② ローラチェーン          ③ オーガ軸受 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ フライホイール           ⑤ シュート             ⑥ パワージョイント 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 給 油 場 所 箇所 潤滑油の種類 給 油 時 間 量 備  考 

１ ギ ヤ ボ ッ ク ス           １ 

※ ギヤオイル 

   ＳＡＥ ９０ 

   ＡＰＩ ＧＬ－５ 

使用当初２５～３０時間 

その後シーズン毎に交換 

レベル迄 始業点検時確認補給 

２ ローラチェーン           １ 〃 使用ごと 適     量 オイル塗布 

３ オ ー ガ 軸 受           ２ グリース；２号    〃 〃 グリースニップル 

４ フライホイール           １ 〃    〃 〃     〃 

５ シ ュ ー ト           ２ 〃    〃 〃     〃 

６ パワージョイント ２ 〃    〃 〃     〃 

※ コモ石油コモギヤ ＧＬ５ ８０Ｗ９０又は相品をお使くださ。 
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を確認して慎に作業してくださ。 

 

１  本製品の使用目的 

 

１．本製品は除雪に使用します。 

  他用途には使用しくださ。 

 

２．ぬるんだ所石礫多所は作業を行 
 わくださ。 

    じめ除雪区域はきしてるは 
 除雪前に異物を除去する除雪区域を整備してお 
 てくださ。 
 
 

２  作業のための調整 

 
１．除雪高さの調整 

１除雪高さはソル位置をえること整 
  します。ソル位置は５段階に整きます。 

 

２面滑はソルをげ除雪高さ 
  を低くします。面多はソルを 
  下げ除雪高さを高くします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．ローラチェーンの張り調整 

  ロッナットを緩め整ボルトンショナを 
 してロラチェン張を整しロッナ 
 ットを締めてくださ。 

    張強さはロラチェン中央部を指押 
 してわみ量７㎜にる正す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  作業要領 

 

 
 
ンン回転中はぞ手を入し 

 くださ。 

  雪を除くは必ずンンを停止して 

 雪き棒行てくださ。 

  巻き込まてケガをするます。 
 
 
 
作業中は投雪口を人や建物に向けくだ 

 ださ。 

 飛散物によケガや破損おそます｡ 
 
 
 
運転中又は回転中カを開けると回転物に 

 巻き込まケガをするます。 

 カを開けくださ。 
 
 
 
シュトは３６０°回転するようにてま 
 す配線に無理ようにして 

  作してくださ。 

作業度は０．２～０．５㎞／hrす。 

  積雪状態に度作業してくださ。 

  雪や深雪はオガ巾をて使わず 

  除雪巾を減して過負をさけてくださ。 
ロラトラタを使用して作業を行う 
  回に方向力を受けて無理作 
業破損する恐ます。 
回には積雪状態に応じて十して作業 
してくださ。 

  
１．実作業の要領 
 

１ トラタ部油圧を作してシュトを回 
  転させ投雪方向を決めます。 

 

２ コントロルボッを作してヘッドを 
  下させ投雪距を決めます。 

 

３ トラタポションコントロル 
  除雪高さを決めます。 

 

４ トラタを１走行副を 
  リプに入ます。 

      は雪質積雪量を見て選択します。 

 

５ を回し回転数５４０～６００ 
  rpmにるようンン回転数をげます。 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  警 告 

  危 険 

  取扱い上の注意 
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６ 走行ラッチをつぎ除雪作業を開始します。 
  除雪状態を見てシュトヘッド除雪高さ 
  走行度整をしてくださ。 

 
２．シャーボルト 
 

１シャボルトは次２ヶ所に付けて 
  ます。 

 

場   所 部品番号 名   称 

個

数 

  

オ  ー  ガ 

 

１ 

 

フライホイール 

 

1397220000 シャーボルト； 

Ｍ１０×４５ 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２過負シャボルト切断し供給部へ 
  力伝達を停止し作業損傷を防止します。 

      シャボルト切断しはンンを停 
  止し原因を除てシャボルトを交換 
  してくださ。 

 
 
  シャボルトはタ純正品を使用してく 
 ださ。 
 
 
 

４  運   搬 

 
 本作業は巾広作業す。 
 移するはを切前後左右に十し

て移してくださ。 
 
 
 
 
 

オーガ         フライホイール 
 
 
 
 
 
長持ちさせるめに手入は必ずしましょう。 
 
 
力を切ずに回転部可部に付着しゴ 
 ミ雪除去作業を行うとに巻き込 
 まてケガをするます。 

  を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
 
 
 

１ 作業後の手入れ 

 
１．にてる雪等は除雪区域中 
 きに除てくださ。 

    特に回転部に残雪は凍つて過負 
 原因に錆原因にます完に 
 除てくださ。  
２．ボルトナットピン類緩み脱落。 
 又破損部品確認してくださ。 

    異常ばボルト増締め部品交換をし 
 てくださ。 

 
 
   
３．軸ＩＣ軸パワョイントプラ 
 イン部塗さて露出部は錆を防ぐ 
 めグリを塗布してくださ。 

 
 

２ 長期格納する時 

 
１． 各部清掃をしてくださ。  
２． 摩耗し部品破損し部品は交換してくださ。  
３． 2-3 給油箇所一覧表に基づき油脂を補給し 
 てくださ。 
  ま回転回支およびパワョイント 
 ランプピンを含む摺部には油し軸 
 ＩＣ軸パワョイントプライン部にはグ 
 リを塗布してくださ。  
４． 塗損傷部を補修塗まは油を塗布し錆発 
 生を防くださ。  
５． 格納は風通しよ屋内に保管してくださ。  
６． コントロルボッは雨風所 
 に保管してくださ。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  取扱い上の注意 

  注 意 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 整備不良による故を未然に防ぐめに

整備一覧表に基づき各部整備を行

を最良状態心して作業行えるよう

にしてくださ。 
 シャボルトは消耗品とてます。 
折損しは交換補充してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整備めにしカ類 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 
 

１ 点検整備一覧表 
 
 
 

時    間 チェック項目 処       置 
新 品 使 用 １ 時 間              全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 
使用後２５～３０時間 ギヤボックスのオイル オイル交換 

使  用  毎 
（始業終業点検） 

機械の清掃 
ギヤボックスのオイル 
部品脱落・破損部 
各部のボルト・ナットの緩み 
各部油もれ 
各部の油脂類 

 
給油 
補充・交換 
増締め 
シールチェック、破損時交換 
「２－３ 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 

シーズン終了後 

ギヤボックスのオイル 
各部の破損、摩耗 
各部の清掃 
各部の給油・給脂 
ローラチェーン、回動支点等の摩耗 
塗装損傷部 

交換 
早めの部品交換 
 
「2－3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 
塗装または油塗布 
早めの部品交換 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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 ンンをとめて処置してくださ。 
 トラル発生し不処置一覧表に基づき

処置してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整備めにしカ類 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 

 
１ 不調処置一覧表 

 
 

症    状 原     因 処      置 
シュト回転 
 し 

回転部凍つてる 
油圧カプラ正しく付けて 
油圧配管内ゴミつま 
油圧モタ故障 

凍つてる部を手する除去 
カプラを正しく付ける 
ゴミを除去する 
油圧モタを交換する 

ヘッド 
  

可部凍つてる 
ッリとコントロルボッ接続不良 
ヒュズ切断してる 
コントロルボッ故障 
コド断線してる 

凍つてる部を手てする除去 
配線をや直す。白線＋黒線 
ヒュズを交換する 
コントロルボッを交換する 
コドを交換する 

フライホイル 
 回転し 

シャボルト切損してる 
雪異物つま凍つき 
 

シャボルトを交換補充する 
つま除去凍つてる部を手 
 する 

オガ回転し 
  

シャボルト切損してる 
雪異物つま凍つき 
 
ロラチェン緩み切断 

シャボルトを交換補充する 
つま除去凍つてる部を手 
 てする 
ロラチェン張整部品交換 

ギヤケ異常 
 発熱 

オイル量不足してる 
ベアリングギヤシャフト損傷 

正量まオイルを入する 
部品交換する 

各部よ異 
 する 

回転部摺部油切 
部品損傷 

給脂油する 
部品を交換する 

 
 
原因や処置しわは下とともに購入先へご相談くださ。 
 
１． 製  品  名 
２． 部品供給型式 
３． 製  番 号       
４． 故 障 内 容      きるだけ詳しく 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 



 




